
令和８年２月２６日

垂井東こども園
なかよしだより

立春が過ぎましたが、まだまだ寒い日が続いています。冷たい風が吹く中でも、子どもたちはドッジボールや

大縄跳び、鬼ごっこなど、たくさん体を動かして遊んでいます。

卒園・進級まで残り１ヶ月ですが、子どもたちと一緒にいろいろな思い出を作っていきたいと思います。

子どもたちにとってはドキドキする節分ですが、「自分の心の鬼を退治しよう！」と節分会に参加し、
保育士の劇を見たり、“まめまき"の歌を歌ったりしました。各保育室で待っていると、鬼の登場です。
怖くても必死に豆（新聞ボール）を鬼に向かって投げ、子どもたちの中にいる様々な鬼をやっつけまし
た。鬼がいなくなると、５歳児が福の神からもらったピンクハートを全園児に配り、みんなの心の中の
鬼がいなくなりました。

節分会

みんなの心の中に
鬼はいるかな？

鬼はそと～、福はうち～♪
パラッパラッパラッパラッ、豆の音～♪

鬼をやっつけるよ！ 鬼はそと！福はうち！

福の神からもらった
ピンクハートをどうぞ

心の中の鬼が
いなくなったね



東小学校６年生との交流

保育参観

５歳児と東小学校６年生のお兄さんお姉さんが園で交流し、６年生が魚釣りやボーリングなどのいろいろな
手作りおもちゃで遊ばせてくれました。６年生から遊びのルールを分かりやすく教えてもらったり、「上手！」
「すごい！」とたくさん褒めてもらい、６年生の優しさを感じた子どもたちです。最後に５歳児が歌を歌い、
感謝の気持ちを伝えました。

何本倒れるかな？ 魚、釣れるかな？

各年齢の発達に応じた活動を行い、保護者の皆さんに子どもたちの園での遊びや生活の様子を
見ていただきました。

お兄さんお姉さん
ありがとう

０歳児
＜絵本の読み聞かせ＞

１歳児
＜サーキット遊び＞

２歳児
＜色カード取り＞

３歳児
＜おひな様の製作＞

４歳児
＜パラバルーン＞

５歳児
＜おもちゃ屋さん＞


